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小中連携外国語担当者会  

 

宿毛市では、外国語教育における各中学校区に

よる自主的で活発な小中連携の推進を図るため、

市内小・中学校の外国語教育担当者を対象とした

研修会を行っています。 

１回目の会（６月６日）では、西部教育事務所

の間 留美指導主事をお招きし、小学校の教材を

使用して、言語活動の充実を図る授業づくりにつ

いての講話及び演習を行っていただきました。 

また、中学校区別での協議では、「CAN-DO リス

ト」形式の学習到達目標の達成状況や小中連携の

時期及び内容等について計画を立てました。 

　２学期に入り、６月に計画された中学校区別の

小中連携の会が続々と開催されています。東中学

校区（９月８日）では、各校の児童生徒の英語力

の定着状況や課題等について報告したり、授業の

様子を撮影した動画を見合って意見交流したりす

るなど、各校の現状について情報共有を行ってい

ました。また、中学校の教科書の内容を確認（小

学校で扱った英単語は既習事項として示されてい

る等）するとともに、小学校でどこまで力を付け

ておかなければならないのか等について話し合っ

ていました。 

片島中学校区（９月２８日）では、咸陽小学校

の公開授業がありました。片島中学校区の小学校

は、専科教員の池 恵美教諭が外国語の授業を担

当しています。　 

この日は、町のお気に入りの場所を知ってもら

うために、相手に場所を尋ねたり答えたりする活

動を行っていました。子どもたちは、タブレット

を活用しながら、ペアで楽しそうに目的地の場所

を尋ねたり道順を教えたりしていまいた。全体の

場面では、自ら挙手をして ALT に道案内をするな 

ど、積極的に発表する姿も見られました。授業後の情報交換では、子どもの実態を踏

まえた授業づくりの工夫点や課題点、今後の改善点等について話し合いました。ま

た、外国語の授業における「中１ギャップ」についても話題に上り、中学校への円滑

な接続に向けて、小学校段階における既習内容等について確認していました。 
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幡多地区道徳教育研究大会
 

 

 

９月２９日（金）山奈小学校及び東中学校において、幡多地区道徳教育研究大会（宿

毛市大会）が開催されました。今年度の研究主題は、「心豊かな子どもを育てる道徳教

育のすすめ方～考え議論する道徳科の授業づくりを通して～」です。 

山奈小学校では２年生と５年生、東中学校では２年生と３年生の公開授業が行われ

ました。多くの参加者が参観する中、子どもたちは臆することなく堂々と自分の考え

や思いを発表していました。子どもたちの授業に臨む真剣な姿にとても感心しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業後の分科会では、以下の２つの視点をもとに協議が行われました。 

 

①自分自身とのかかわりで考えるための工夫　 

②多面的・多角的に考えるための工夫 

 

　協議では、効果的な導入の方法や中心発問の内容、

児童生徒の発言に対してのねらいに迫る問い返し等、

考え議論する授業づくりについて、多くの意見が出さ

れました。ペアやグループで意見交流する場面もあ

り、活発な議論が交わされていました。また、助言者

の先生から、公開授業の振り返りを通して日頃の道徳

の実践に生かせるヒントも多くいただきました。 

　全体会では、高知大学教職大学院 森 有希教授より

「考え議論する道徳の授業づくり～主体的・対話的で

深い学びの実現をめざして～」をテーマにご講演いた

だきました。その中で、学校教育で養うべき道徳性の

捉え方等について、問題形式で参加者に問うたり図示

したりしながらお話しくださり、非常に分かりやすか

ったです。また、考え議論する道徳の授業に向けて、

山奈小と東中の授業場面を例に挙げ、ねらいに迫る討

論や問い返しの指導法等についてもご教示いただき

ました。 

 学  校 学年 授業者 内容項目 教  材  名
 

山奈小
２年 山本　悠眞 友情 言えなかった　ことば

 ５年 遠近　良太 規則の尊重 ぼくは　伴走者

 
東中

２年 横山　新 節度・節制 これは駄目？これも駄目？

 ３年 西田　知晃 生命の尊さ ドナー



◆森　教授の講演より（一部抜粋）◆ 

●道徳教育・道徳科の目標と「考え議論する道徳」について 

　 

学校教育で養う目標としての道徳性とは？ 

　道徳的判断力　  道徳的心情　  道徳的実践意欲と態度　  道徳的実践 

 

道徳性（内面的資質) 

道徳的価値を実現するための適切な行為を主体的に選択し、実践できる 

 

一見、道徳的と見えるような行動であっても、子どもの内面にど

のようなものがあるのかが分からないため、その行動だけでは道徳

性のあるなしを容易に判断することはできない。そこが道徳の難し

いところであり、この部分を語ることができるように授業を行わな

ければならない。道徳は、たくさんの人に行動の中身（道徳的判断・

心情、実践意欲・態度等）を語っていくことが大切である。 

 

道徳性 

自律的道徳性　自分で考えたこと。外の力に名うてもしたこと。 

他律的道徳性　外の力によって　他律的な判断によるもの 

 

人間には、自律的な判断と他律的な判断がある。子どもを他律から自律的に自分で

しっかり考えて行動できるよう発達を促すのが道徳である。したがって、どうするの

かだけを問題にするのではなく、なぜそうするのか、どうしてそれが大事なのか等、

その思いを子どもの中で言語化しながら、道徳的価値の意義を確かめ合い、道徳的価

値に迫っていくことである。したがって、道徳科において、言語活動により学習を展

開することが、ねらいを達成する上で非常に重要である。 

 

●主体的・対話的で深い学びを実現するための手立て 

多様な指導方法の工夫 

・教材を提示する工夫　　・動作化、役割演技など表現活動の工夫  

・発問の工夫　　　　　　　 ・板書を生かす工夫 

・話し合いの工夫        ・説話の工夫 
・書く活動の工夫 

 

【例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割演技　…自分との関わりで主体的に考える 

　　　　　　それぞれの立場から多面的・多角的に考える 

討　　論　…自分との関わりで主体的に考える 

　　　　　　 それぞれの立場から多面的・多角的に考える 

　　　　　 　児童がそれぞれの立場から質問し合う 

　　　　 　　小グループで相手側への質問を考えてから全体で討論する 

問い返し　…思考を深め、道徳的価値（本時の主題）に迫る 

　　　　　　 全体に返す 

考えの違いを生かす 

板　　書　…立場や考えの違いから対比や変容等を捉えて多面的・多角的に考える  
 

自律的道徳性 …他に強制されたものでなく、自分自身の意思で行為を決定する 

他律的道徳性 …他の力（大人等）によって、それに従うことが正しいと判断する



国語科授業づくり講座 

 

今年度の国語科授業づくり講座（西部地区）は、入野小学校、宿毛小学校、片島中

学校において開催されています（各校につき年間２回開催）。 

今回、入野小学校の教材研究会(８月３０日)及び授業研究会(１０月２日)に参加し

てきましたので、その様子を一部紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

　教材研究会では、単元構想（全１５時間）について重点指

導事項にあたる４～７時間目をどう展開するかをテーマに

協議を行いました。本単元での子どものゴールの姿を具体

的にイメージしながら、要となる言語活動をどのように設

定するのかを中心に参加者がアイデアを出し合いました。 

　協議・共有後は、講師の文部科学省初等中等教育局　教育

課程課調査官 大塚 健太郎氏から助言をいただきました。

学習評価の基本的な考え方及び改善の方向性や、日頃の授

業で陥りがちなケースを例に学習指導要領の趣旨に根差し

た授業づくりの手順等を具体的にご教示いただきました。 

　授業研究会では、教材研究会での協議をもとに指導事

項・単元の目標・言語活動等を修正した上で、竹吉 紀龍教

諭が授業に臨みました。子どもとの対話を大切にしながら

授業を進め、導入では興味関心をもって主体的に取り組も

うとする子どもたちの姿が見られました。家庭学習と本時

の学習活動を結びつけたり、内容理解を図るためタブレッ

トを活用したりするなど、ねらいの達成に向けた工夫が随

所に見られました。また、板書の構成についても、内容ごと

に端的にまとめられており、子どもたちにとって分かりや

すいものになっていたと思います。 

　研究協議では、柱に沿って協議が行われ、参加者

により多くのアイデア、改善策等が出されました。

また、西部教育事務所の間 留美指導主事からは、言

葉による見方・考え方を働かす授業づくりのポイン

ト等について、お話がありました。 

本講座は、校種をまたいで様々な年代、キャリア

の方が集まるため、授業

者はもとより参加者に

とっても大変学びの多

い会です。次回は、宿毛

小学校において授業研

究会が開催されます。ご

都合のつく方は、ぜひご

参加ください。

学 年　：第２学年 

単 元 名　：動物のひみつを探ろう 

教 材 名　：ビーバーの大工事（東京書籍２年下） 

言語活動 ：教材文などを読み、分かったことや考えたことを述べる活動 

授 業 者 ：竹吉　紀龍　教諭

●今後の国語科授業づくり講座（西部地区）　日程  
 月　日 時　間 講　師 研究会 学校名

 １０月３１日（火） 午後 授業 宿毛小学校

 １２月２０日（水） 午後 〇 教材
片島中学校

 ２月　６日（火） 午後 授業

※申込・詳細は、西部教育事務所ホームページをご覧ください。


